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２学年通信

　３年生が卒業するまで残すところあと１8日となりました。そ
こで２年生が３年生へ、卒業までのカウントダウンカレンダーを
作成しました。３年生に向けてのメッセージやイラストを添えた
カレンダーを見て、先輩方が喜んでくれました。
　３年生は入試まで残り１か月を切りました。後輩からもエール
を送るとともに、「自分たちも来年はこうなるんだ」という意識
を高めてほしいと思います。
　先輩方から学ぶ時間はあと「１8日しか」ありません。

最後の実力テストに向けて
　３月５日（水）に第３回実力テストが実施されま
す。県立高校前期選抜入試と同日に行われます。前回
はインフルエンザ等により、多くの生徒が受験するこ
とができませんでしたが、今回は１年間の総まとめと
してしっかり準備を進めてください。
　今日、計画表の作成したり、実力テストの過去問を
配付したりしました。過去問は、テストの前日にまと
めて行う人が多いようですが、問題傾向や弱点分野を
把握するためにも、できるだけ早めに取りかかると良
いでしょう。

受験教材取り組んでいます！

　進路教材「シュートク」をスタートさせて１か月が
経ちました。
　現在本誌には直接書き込ませず、ノートに問題を解
かせています。これは何度も繰り返し同じ問題を解い
ていくなかで、弱点を少しずつ克服させていくことが
目的です。学年の意向としては、２周目まではノート
に取り組ませ、その後３周目から本誌に直接書き込ま
せたいと考えています。
　なお、確認編・基礎編・実践編については日々の課
題としての提出を求めません。したがって、自分のペ
ースで進めてください。（直接書き込むことも、別の
ノートに取り組むのも問いません。）

来年度からエプロン・三角巾が必要となります
　先日の学年保護者会に参加できなかった保護者の方もいらっしゃいますので、再度ご連絡いたします。
　現在、学校で用意されている白衣を着用して給食当番を行っています。当番のご家庭では週末に洗濯をして
いただいているかと思います。しかし、学年が上がるにつれてサイズが合わないまま白衣を着用していること
や、衛生上の観点から、来年度より自前のエプロンと三角巾を用意していただくことになりました。
　つきましては、３学期末までに改めて文書でご案内いたしますが、あらかじめご理解いただけますよう、よ
ろしくお願いいたします。

「卒業まであと18日」
担当　木之内咲玖さん



１ ２ 3 4 ５ 6 行事

2/17(月) 道徳 国語 保体 数学 社会 英語

　18(火) 理科 音楽 社会 英語 美術 生徒
総会

生徒総会

　19(水) 英語 数学 技術 技術 理科 おにぎりの日

　20(木) 保体 国語 数学 理科 総合 総合 卒業式全体練習

　21(金) 国語 保体 理科 社会 英語 学活

週予定

2025.1.31 立志の集い～感想②～

　普段聞けない子どもの思って
いることを聞けて良かったで
す。また、大人になってからの
自分像を今から心がけて生活し
てほしいと思いました。

　思春期になり、なかなか子どもの
素直な気持ちを聞くことが少なくな
っているので、改めて今の思いを聞
くことができて良かったです。
　子どもにも手紙を書く機会がない
ので、手紙で気持ちを伝えるとより
思いが伝わった様に思います。

　今まで色々と心配して見守って
きましたが、大人になったんだな
ぁと発表を聞いて感じました。娘
にも手紙を書く機会がなかなかな
いので。
　「立志の集い」に感謝します。

〈生徒から〉

〈保護者から〉たくさんお寄せいただきましたので、次週もご紹介いたします。

　娘の思いを聞けて良かったで
す。これからも周りの人への感
謝の気持ちを忘れずに成長して
ほしいなと思いました。手紙は
普段言えないことを伝える良い
機会になりました。

　どういうふうに考えて、どう思っ
ているのかを聞けてとても嬉しかっ
たです。また、兄と一緒にプレーす
る姿をみたいなと、今からとても楽
しみです。あっという間に大きくな
り色々な成長を感じられる立志の集
いでした。

　１人１人がちゃんと自分を持
っていてすごく成長を感じられ
ました。ちょっと恥ずかしそう
に手紙を読む姿もみんな可愛か
ったです。

　保護者からもらった手紙はと
ても感動しました。けんかや悩
むこともあるけど、今の自分を
大切に育ててくれているのがわ
かりました。

　立志の作文を発表してみて、
今までの自分について振り返る
ことができ、これからどんな人
になりたいかを考えることがで
きました。

　親からの手紙をもらって家族
は大切に育ててくれたと改めて
思いました。
　これからは家族、友達、自分
を育ててくれた人に感謝の気持
ちを忘れず生活を送っていきた
いです。


